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日
本
商
業
教
育
史
上
の
二
の
文
獻
田
崎
仁
義
大
正
十
四
年
、
日
本
は
其
の
商
業
教
育
史
に
関
す
る
二
つ
の
重
要
な
る
文
既
を
生
ん
だ
。
一
、
日
本
商
業
教
育
五
十
年
史
二
、
二
倍
五
十
年
史
是
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
八
年
東
京
商
法
講
習
所
の
創
立
に
よ
り
で
我
国
に
始
め
て
商
業
教
育
が
開
設
せ
ら
れ
て
以
米
今
H
に
至
る
ま
で
竿
世
紀
聞
の
商
業
敦
育
全
般
に
優
る
進
歩
螢
達
普
及
の
事
接
の
骨
髄
に
関
す
る
最
も
精
細
に
し
て
周
到
な
る
記
述
で
あ
り
、
後
者
は
東
京
商
法
講
習
所
に
其
の
端
緒
々
費
し
現
在
の
東
京
商
科
大
軍
ど
な
っ
た
所
の
所
謂
一
橋
資
の
螢
展
向
上
の
最
も
精
彩
あ
り
生
命
あ
る
物
語
で
あ
る
。
吾
人
は
我
国
商
業
教
育
に
闘
す
る
此
の
二
つ
の
大
に
意
義
あ
る
文
戯
を
手
に
し
て
威
慨
樽
た
深
き
も
の
あ
る
を
禁
す
る
こ
だ
が
出
恋
な
い
。
立
に
二
審
の
梗
概
を
紹
介
し
て
本
合
食
員
諸
君
に
其
の
開
竃
を
薦
め
た
い
と
恩
ふ
。日
本
商
業
教
育
五
十
年
史
東
京
商
科
大
軍
良
法
軍
博
士
佐
野
善
作
薯
　
同
大
畢
螢
行
本
書
が
、
本
年
九
月
を
以
て
創
立
五
十
周
年
を
迎
へ
て
頗
る
盛
大
に
し
て
且
つ
最
も
意
義
探
き
就
賀
の
式
典
を
奉
げ
た
る
東
京
商
科
大
挙
の
紀
念
的
出
版
で
あ
る
と
共
に
、
其
の
著
者
が
同
率
々
長
佐
野
善
作
先
生
で
あ
る
宝
石
ふ
こ
亡
は
、
極
め
て
適
嘗
宣
時
と
人
亡
を
待
た
る
を
喜
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
博
士
は
其
の
序
文
に
述
べ
て
居
ら
れ
る
「
吾
人
は
其
の
幼
稚
な
る
創
業
よ
り
今
日
の
盛
運
に
達
し
た
る
螢
達
の
跡
を
顧
み
、
我
邦
商
業
教
育
の
進
歩
の
状
を
観
る
さ
き
は
幾
多
先
進
の
功
業
努
力
を
銘
記
す
る
と
共
に
後
進
の
新
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